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１．エリアプラットフォームの設立について
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• 令和７年１月に王子駅周辺エリアプラットフォームが設立されました。
• まちのユーザーとしての立場から小さなハード・ソフトの取り組みを通じて関係者が連携していく場です。

王子駅周辺エリアプラットフォームの構成
東京商工会議所北支部、東京北区観光協会、東京青年会議所北区委
員会、王子駅周辺まちづくり協議会、城北信用金庫、中央工学校、その他
企業、個人等
国士舘大学理工学部 西村亮彦 准教授
東洋大学福祉社会デザイン学部 齋藤博 准教授
UR都市機構
北区

まちを使ってみるイメージ



２．新たな部会の設置について
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先行実施地区において、関係者の連携によるまちづくりの実現と円滑な事業の推進を図るため、以下のとおり部会を設置する。
都市計画決定までを目途に議論する。

 名称
先行実施地区デザイン等検討部会

 所掌事務
先行実施地区において、一体的な取組みや役割分担が必要な以下の事項
• 歩行者の動線や空間形成に関すること
• 災害対応拠点の形成に関すること
• 緑化および景観に関すること
• にぎわい創出に関すること
• その他必要な事項

 構成名簿（案）
区分 所属 氏名

1 部会長 東京都立大学都市環境学部都市政策科学科教授 市古太郎

2
副部会長

国士舘大学理工学部理工学科まちづくり学系准教授 西村亮彦

3 ※緑に関する学識経験者に就任を依頼中

4 東京都 東京都都市整備局都市づくり政策部まちづくり専門課長

5

事業者・新庁舎関係
者

住友不動産用地開発事業本部

6 独立行政法人国立印刷局総務部総務課総務企画官

7 北区新庁舎整備担当部新庁舎整備担当課長

8 松田平田設計・小堀哲夫建築設計事務所 設計共同企業体

9

北区

北区政策経営部企画課長

10 北区危機管理室防災・危機管理課長

11 北区生活環境部環境課長

12 北区まちづくり部都市計画課長

13 北区土木部土木政策課長

14 北区土木部土木管理課長

15
オブザーバー

独立行政法人都市再生機構東日本都市再生本部 事業企画部 担当課長

16 その他関係者

事務局 北区拠点まちづくり担当部拠点まちづくり担当課長

➡ 部会での議論の概要は王子共創会議で共有し、まちづくりガイドライン・整備計画や都市計画、建築計画へ反映していきます。

都市基盤整備部会との役割の整理について

主たる都市基盤（幹線道路、公共交通）は「都市基盤
整備部会」で扱う。
本部会でも都市基盤に関するテーマも扱うが、主たる都市
基盤に影響しない範囲とする。
【例】 貫通道路の線形・幅員・車線構成など

➡ 都市基盤整備部会
貫通道路の植栽（樹種等）、舗装材、開発
区域との歩行者空間の取り合い等

➡ 先行実施地区デザイン等検討部会
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３．まちづくりの共創体制

• 王子共創会議と王子駅周辺エリアプラットフォームが連携し、両輪体制でまちづくりを進めていきます。

王子共創会議

都市基盤整備
部会

先行実施地区
デザイン等検討部会

王子駅周辺エリアプラットフォーム

連携

道路や公共交通
などの都市基盤
に関すること

新庁舎周辺の
まちづくりやデザイン
に関すること

身近な都市空間の
活用と検証

「まちを使ってみる」

地域のユーザーの
視点から未来ビジョン

を描く

＜王子共創会議とエリアプラットフォームの役割＞
都市政策や都市計画の視点から大きくまちを変えていくための合
意形成の場である「王子共創会議」と相互に補完しながら、地域
が主体となって今ある身近な都市空間のあるべき姿や使い方につ
いて考え、変えていくための活動や試行を重ねながら、ヒューマンス
ケールのビジョンを描き、王子のまちをより良く変えていく役割を果
たします。（王子駅周辺エリアプラットフォーム設立趣意書より）

＜王子共創会議とエリアプラットフォームの役割＞
都市政策や都市計画の視点から大きくまちを変えていくための合
意形成の場である「王子共創会議」と相互に補完しながら、地域
が主体となって今ある身近な都市空間のあるべき姿や使い方につ
いて考え、変えていくための活動や試行を重ねながら、ヒューマンス
ケールのビジョンを描き、王子のまちをより良く変えていく役割を果
たします。（王子駅周辺エリアプラットフォーム設立趣意書より）


